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研究教育業績（過去５年間） 

I．研究業績  

１．主な発表論文 

［原著論文］ 

1. Takizawa Y., Nagai Y., Ishii M., Yasunaga S., Aizawa Y., Furuya T., Kurita T., Masuda J., 

Nakajima T. Comparison of a brand-name drug and its generic drugs - Impact of anti-human 

immunodeficiency virus drug exposure on the intestinal epithelial barrier. J. Generic Med., 

Accepted. 

2. Takizawa Y., Kunii N., Oguri J., Aizawa Y., Furuya T., Kurita T., Masuda J., Nakajima T. 

Comparison of Pharmaceutically Characteristics and Membrane Permeability between Truvada 

Combination Tablets and its Generic Drugs. J. Generic Med., 19(4): 186-196 (2023). 

3. Takizawa Y., Kizawa M., Niwa N., Komura Y., Takahashi M., Koda D., Kurita T., Nakajima T. 

Specific inhibitory effects of guanosine on breast cancer cell proliferation. Biochem. Biophys. 

Res. Commun., 673: 67-72 (2023). 

4. Takizawa Y., Yoda K., Ishii M., Nagai Y., Kurita T, Nakajima T. Influence of 

2-acetyl-4(5)-tetrahydroxybutylimidazole (THI) included in caramel coloring III on 

gastrointestinal epithelial cells. J. Excip. Food Chem., 14(1): 1-11 (2023). 

5. Ishimura A., Kato A., Takizawa Y. Proposal of a drug cost reduction method based on 

pharmacist judgment -A case of metformin hydrochloride tablets-. Japanese journal of health 

economics and policy, 34(2): 88-95 (2023). 

6. Takizawa Y., Nakamura R., Kurita T., Nakajima T. Lactose Hydrate can increase the 

transcellular permeability of β-naphthol in rat jejunum and ileum. Mol. Biol. Rep., 49; 8685–8692 

(2022). 

7. Takizawa Y., Oguri J., Uno M., Onsui A., Ishimura A., Kurita T., Nakajima T. Effects of a GLP‑1 

receptor agonist on gastrointestinal epithelial cells. Sch. Acad. J. Pharm., 11(4): 60-66 (2022). 

8. Ishimura A., Takizawa Y., Sako K. Problems with tablet splitting in Sitagliptin tablets for 

diabetes. Applied Therapeutics, 16: 36-43 (2021) 

9. Nakajima T., Ito S., Kikuchi R., Oto C., Ota M., Hidaka S., Takizawa Y., Kurita T. Discussion of 

preservation methods for One-dose package of Suvorexant tablets. J. Jpn. Soc. Hosp. Pharm., 

57(8): 875-880 (2021) 

10. Takizawa Y., Arakawa M., Kurita T., Nakajima T., The Influence of 4-methylimidazole on the 

gastrointestinal epithelial cells. J. Excipients and Food Chem., 12(1), (2021). 

11. Takizawa Y., Furuno Y., Hayashi M., Effects of Polyvinylpyrrolidone (K90) on membrane 

permeation via the transcellular route in the rat jejunum. J. Pharm. Investig., (2021). 

12. Takizawa Y., Goto N., Furuya T., Hayashi M., Influence of pharmaceutical excipients on 



 

membrane transport of P-glycoprotein substrate in rat small intestine. Eur. J. Drug Metab. 

Pharmacokinet., 45(5): 645-652 (2020). 

13. Takizawa Y., Tobe Y., Sakamoto N., Sakamoto J., Hayashi M., Sodium nitroprusside enhances 

absorption in the rat jejunum via the transcellular route. J. Membr. Biol., 253(3), 221-228 

(2020). 

14. Takizawa Y., Aizawa Y., Furuya T., Hayashi M., Influence of pharmaceutical excipients on 

membrane transport via transcellular route in rat small intestine. Sch. Acad. J. Pharm., 8(11), 

488-496 (2019). 

15. Takizawa Y., Tobe Y., Sakamoto N., Hayashi M., Effects of intestinal ischemia/reperfusion on 

organic cation transporters mRNA expression level in rat small intestine. Sch. Acad. J. Pharm., 

8(2), 44-50 (2019). 

 

２．主な学会発表 

［国際学会］ 

1. Y. Takizawa, Y. Komura, Y. Nakamura, M. Sadaoka, N. Niwa, T. Kurita and T. Nakajima. Effect 

of mycophenolic acid on membrane permeability via paracellular route and transcellular route. 

1st Asian Association of School of Pharmacy (AASP) Young Scientist Conference, (2020. 12, 

Online) 

 

［国内学会］ 

1. 加藤 葵、瀧沢裕輔、温水亜美、金谷栞里、石村 淳、栗田拓朗、中島孝則、GLP-1 受容体作動薬

曝露による消化管上皮細胞への影響、日本薬学会第 144 年会（2023 年 3 月、横浜） 

2. 中島孝則、大塚玲奈、野口七海、瀧沢裕輔、栗田拓朗、一包化へ向けたアトルバスタチン－エゼチ

ミブ配合錠の吸湿性と保存方法に関する検討、日本薬学会第 144 年会（2023 年 3 月、横浜） 

3. 石村 淳、加藤 葵、金谷栞里、瀧沢裕輔、メトホルミンを例とした薬剤師の判断による薬剤費削

減方法の提案、第 11 回日本くすりと糖尿病学会学術集会（2023 年 9 月、神戸） 

4. 瀧沢裕輔、中村優希、定岡美徳、丹羽信行、温水亜美、加藤 葵、栗田拓朗、中島孝則、細胞内 GTP

量減少の腸管上皮細胞透過性への影響、日本薬剤学会第 38 回年会（2023 年 5 月、名古屋） 

5. 瀧沢裕輔、中村優希、定岡美徳、丹羽信行、温水亜美、栗田拓朗、中島孝則、腸管上皮細胞透過性

に対するミコフェノール酸暴露の影響、日本薬学会第 143 年会（2023 年 3 月、札幌） 

6. 中島孝則、井上紗菜、鹿島、夕香、江副浩奈、瀧沢裕輔、栗田拓朗、院内製剤ウリナスタチン膣坐

剤の調製法が保存安定性に与える影響について、日本薬学会第 143 年会（2023 年 3 月、札幌） 

7. 野口七海、大塚玲奈、斎藤 博、瀧沢裕輔、栗田拓朗、中島孝則、高校生の薬物乱用、医療用麻薬、

医薬品の適正使用に関する意識調査、日本薬学会第 143 年会（2023 年 3 月、札幌） 

8. 瀧沢裕輔、國井稔也、宇野雅也、小栗純哉、古屋貴人、栗田拓朗、増田純一、中島孝則、後発品抗

HIV 治療薬の溶出性と膜透過性の評価、日本薬剤学会第 37 回年会（2022 年 5 月、京都・オンライ

ン） 



 

9. 中島孝則、伊藤創馬、菊池 蘭、大戸智絵、太田美鈴、日高慎二、瀧沢裕輔、栗田拓朗、一包化調

剤したスボレキサント錠の保存方法に関する検討、日本薬学会第 142 年会（2022 年 3 月、名古屋） 

10. 瀧沢裕輔、國井稔也、宇野雅也、古屋貴人、栗田拓朗、増田純一、中島孝則、日本において未承認

の後発品 HIV 治療薬の溶出性と膜透過性の評価、第 35 回日本エイズ学会学術総会（2021 年 11 月、

東京） 

11. 瀧沢裕輔、恒常的な乳製品の摂取による栄養素の消化管吸収変化の可能性、公益財団法人 東洋食品

研究所 第 3 回研究成果発表会（2021 年 10 月、オンライン）（招待講演） 

12. 瀧沢裕輔、高橋優斗、宮部耕佑、宮田美生、栗田拓朗、中島孝則コフェノール酸モフェチルの溶出

性に対するプレドニゾロンおよびタクロリムスの影響、日本薬剤学会第 36 年会（2021 年 5 月、徳

島） 

13. 中島孝則、伊藤創馬、菊池 蘭、大戸智絵、太田美鈴、日高慎二、瀧沢裕輔、栗田拓朗、一包化調

剤したベルソムラ錠の吸湿性と保存方法に関する検討、日本薬剤学会第 36 年会（2021 年 5 月、徳

島） 

14. 瀧沢裕輔、高橋優斗、宮部耕佑、宮田美生、栗田拓朗、中島孝則、ミコフェノール酸モフェチルの

溶出性に対する併用薬の影響、日本薬学会第 141 年会（2021 年 3 月、広島） 

15. 大戸智絵、栗田拓朗、瀧沢裕輔、中島孝則、一包化したアトルバスタチン錠ならびにアトーゼット

配合錠の光安定性について、日本薬学会第 141 年会（2021 年 3 月、広島） 

16. 菊池 蘭、伊藤創馬、太田美鈴、日高慎二、瀧沢裕輔、栗田拓朗、中島孝則、一包化したベルソム

ラ錠の保存方法に関する検討、日本薬学会第 140 年会（2020 年 3 月、京都） 

17. 栗田拓朗、大橋拓斗、竹内勇樹、目時楓大、外山雅子、平岡優希、瀧沢裕輔、中島孝則、添加剤か

ら構成されるイオン液体に対するクルクミン溶解性の評価（第 2 報）、日本薬学会第 140 年会（2020

年 3 月、京都） 

18. 中島孝則、菊池 蘭、伊藤創馬、太田美鈴、日高慎二、瀧沢裕輔、栗田拓朗、分包したベルソムラⓇ

錠の保存安定性について、第 29 回日本医療薬学会年会（2019 年 11 月、福岡） 

19. 菊池 蘭、伊藤創馬、太田美鈴、日高慎二、瀧沢裕輔、栗田拓朗、中島孝則、ベルソムラⓇ錠の一包

化に向けた保存条件の検討, 埼玉医療薬学懇話会第 39 回学術研究講演会（2019 年 7 月、さいたま） 

20. 瀧沢裕輔、髙橋優斗、宮部耕佑、栗田拓朗、中島孝則、経口投与製剤の溶出性および膜透過性に対

する併用薬の影響～ミコフェノール酸モフェチルを用いた検討～、日本薬学会第 139 年会（2019 年

3 月、千葉） 

21. 伊藤創馬、大戸智絵、菊池 蘭、太田美鈴、日高慎二、瀧沢裕輔、栗田拓朗、中島孝則、ベルソム

ラⓇ 錠の一包化に向けた保存条件の検討、日本薬学会第 139 年会（2019 年 3 月、千葉） 

22. 石山萌子、坂森あすか、小嶋ひかる、草野滉平、栗田拓朗、瀧沢裕輔、中島孝則、添加剤から構成

されるイオン液体に対するクルクミン溶解性の評価、日本薬学会第 139 年会（2019 年 3 月、千葉） 

 

３．その他特筆すべき研究業績 

【研究費の受け入れ状況】 

1. 2022－2024  科学研究費補助金（基盤研究 C）（研究代表者）（3,380 千円） 



 

「多剤併用時の医薬品添加剤による薬物動態学的相互作用の発生機構解明と回避法

の提案」 

2. 2021－2022  日本薬科大学学術研究助成金（研究代表者）（300 千円） 

「HIV 感染症予防における後発品 HIV 治療薬の有効性と安全性の評価」 

3. 2021－2022  日本食品化学研究振興財団研究助成金（研究代表者）（500 千円） 

「カラメル色素Ⅲ・Ⅳに含まれる 4-Methylimidazole の消化管上皮細胞への影響」 

4. 2020－2021  東洋食品研究所研究助成金（研究代表者）（1,000 千円） 

「恒常的な乳製品の摂取による栄養素の消化管吸収変化の可能性」 

5. 2019－2020  中冨健康科学振興財団研究助成金（研究代表者）（1,500 千円） 

「経口投与剤の後発品への切り替えおよび併用摂取における溶出性・膜透過性の変化

に関する研究」 

 

Ⅱ．教育業績 

１．担当授業科目 

2022 年度 

  薬学原書講読Ⅰ（3 年前期）分担 2 コマ    

  薬物動態解析（3 年後期）15 コマ      

  薬物送達法（3 年後期）分担 7 コマ      

  薬剤系実習               

  薬学総合演習Ⅰ（4 年）3 コマ        

  薬剤学特論（6 年）2 コマ         

薬学総合演習Ⅱ（6 年）4 コマ        

2022 年度 

  薬学原書講読Ⅰ（3 年前期）分担 2 コマ    

  薬物動態解析（3 年後期）15 コマ      

  薬物送達法（3 年後期）分担 7 コマ      

  薬剤系実習               

  薬学総合演習Ⅰ（4 年）3 コマ        

  薬剤学特論（6 年）2 コマ         

薬学総合演習Ⅱ（6 年）4 コマ        

2021 年度 

  薬学原書講読Ⅰ（3 年前期）分担 2 コマ    

  薬物動態解析（3 年後期）15 コマ      

  薬物送達法（3 年後期）分担 7 コマ      

  薬剤系実習               

  薬学総合演習Ⅰ（4 年）3 コマ        

  薬剤学特論（6 年）2 コマ         



 

薬学総合演習Ⅱ（6 年）3 コマ        

Online summer program（留学生）1 コマ   

 2020 年度 

  薬学原書講読Ⅰ（3 年前期）分担 2 コマ    

  薬物動態解析（3 年後期）15 コマ      

  薬物送達法（3 年後期）分担 7 コマ      

  薬剤系実習               

  薬学総合演習Ⅰ（4 年）3 コマ        

  薬剤学特論（6 年）2 コマ         

薬学総合演習Ⅱ（6 年）3 コマ        

  臨床薬物動態学特論（大学院）8 コマ     

2019 年度 

薬物動態解析（3 年後期）15 コマ      

  薬物送達法（3 年後期）分担 7 コマ      

  薬剤系実習               

  薬学総合演習Ⅰ（4 年）3 コマ        

  薬学総合演習Ⅱ（6 年）2 コマ        

 Summer program（留学生）2 コマ 

2018 年度 

薬物動態解析（3 年後期）15 コマ      

  薬物送達法（3 年後期）分担 7 コマ      

  薬剤系実習               

  薬学総合演習Ⅰ（4 年）3 コマ        

  薬学総合演習Ⅱ（6 年）2 コマ        

 

２．その他特筆すべき教育業績 

なし 


